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図書館年史
図書館80年の歴史（三）
『関西大学百年史』とともにみる図書館の復興と拡充
関西大学は創立から数えて本年が113年目にあた
る。第二次世界大戦が終わり、昭和23年にいち早く
法学部、文学部、経済学部、並びに商学部からなる
新制大学へ転換し、 33年には工学部、 42年に社会学
部を設憤して、躍進をつづけてきた。
平成 6年には、最先端の科学を中心とした学際的
な総合情報学部が開設された。今年はその卒業生を
送るとともに大学院設涸の運びとなり、全学部のう
えに立つ大学院 7研究科が揃い、飛躍的な発展をみ
ている。
本稿は、関西大学の図書館が辿ってきた戦後の復
興から拡充発展について振り返ることにして、概ね
昭和50年代前半までを区切りとした。前 2回と同様
に『関西大学百年史』を中心に関係の多くの図書資
料を参考にした。いちいち断ることができないが、
先人のご苦労に敬意を表しつつ、その多くを借用さ
せていただいたので、お許しを願いたいと思う。ま
た、本学出版部出版課には毎回協力と写真掲載の許
可をいただいた。お礼を申しあげたい。
なお、文中では敬称を略させていただいている。
1 戦後の復興期
辛酸を極め混乱した終戦の直前、昭和20年 6月に
ささやかな創立60周年の式典が挙行された。全国の
多くの学徒が出陣し、また多くの学徒を勤労動員と
しておくりだした戦争はようやくこの年の 8月に終
わったのである。
勤労学徒動員の解除、出陣学徒の復員も始まり、
疲弊しきった国民、焦土と化した国土、大学の荒廃
のなか、全国旧制の大学は翌月 9月をもって授業再
開が期され、本学は同10月から開始している。
大学本部のあった天六学舎は、大阪市の避難場所
であったため、空襲の罹災市民とその人たちの家財
道具が積まれ、足の踏み場もなかったという。千里
山学舎は、昭和19年 8月以降学部本館が陸軍の通信
隊に接収されていて、兵営化していた。本学は予科
学舎を除いて、空襲による直接の被害はなかったが、
関東の大学は無数の焼夷弾による被瀑にみまわれた。
船越一英
慶應義塾大学では図書館の八角棟屋根が焼失し、早
稲田大学は演劇開物館と大隈会館が罹災するに及ん
で、図書館蔵の「大E1本史料」など貰重な図書資料
を疎開させていた。
昭和13年から図書館長であった岩崎卯ーは、昭和
22年学長に就任するや、「学生諸君に告ぐ」と題し
初代館長岩崎卯一
て、「われらの関西大学は
いま文化的ルネッサンスの
あけぽのを迎えんとしてい
る。関大ルネッサンスの中
核は何ものであるか。これ
は関大の長き伝統のなかに
秘められた『真理究明』の
真ていを、新たに再発見す
ることである。 ・・・」と、
いわゆる「関大ルネッサンス」を説いた。
第二次大戦後、本学が再ぴ大学の授業と研究を開
始したときは、極度に施設が悪化していたが、岩崎
ば学長として幾度となく本学史上に残る名言を学生
に与えて鼓舞した。昭和23年 4月の新制大学最初の
入学式には「関大アカデミア」を提唱した。日<、
古典に親しみ、碁礎的な教養を身につけ、人生のう
ちで最も意義ぶかい大学生活のなかに身も心も沈潜
せよと。昭和24年、新制大学院設岡構想をもって、
「ハイト関大」を唱えている。この年の学生総数が
8000名に逹する勢いであったため、量から質への拡
大を志向するものであった。はたして、翌25年に、
法学、経済学、およぴ文学の新制による大学院各研
究科が、図書館の充実も期すことにより、全国にさ
きがけて開設の承認をうけている。
因みに、岩崎学長は本学最初の海外派遣留学生、
本学初めての専任教授、本学学部長制度初の初代法
学部長、初めての本学出身学長で初代公選学長、さ
らに初代の図書館長でもあった。現在の大学院学舎
を岩崎記念館と称して顕彰し、その玄関まえには岩
崎学長の胸像が置かれている。
大学図書館の戦後復興の原動力になり、本学図書
館もそれに寄与した 2つのことを、はじめに記述し
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ておきたい。
図書館学講習所 昭和21年 3月に来 1した第一次米
国教育使節団はGHQに報告書を提出した。同報告
書の勧告のなかに、大学図書館の位罹づけを明らか
にし、全国図曹目録の作成、相互貸借制度の創設、
司曹訓練のための学校設罹を示している。戦後日本
の図書館学教育に私学が先鞭を切り、いち早く関西
大学と同志杜大学は図書館学請習所を開設、慶應義
塾大学は図得館学科を創設した。本誌前号に記述の
とおり、本学講習所間設は昭和24年 4月であって、
戦争のため図善館関係の中堅職員の多くを欠いてい
たので、その人材育成に多大の貢献をした。
私立大学図書館協会戦争激化により、私立大学図
書館協会はその活動を一時中断していた。昭利21年
7月、協会は大学図書館の再建を念顧し、第 7回総
会を戦火を免れた高野山大学で開催している。加盟
大学のなかには、戦災と物資不足等で図曹館機能の
マヒ状態という未曾有の危機に直面し、復興が予測
できないなかで、 15の大学が集まった。
昭和20年代前半の協会の総会は、時局がら戦後復
興や管理運用の諸問題に関する議題が多くを占め、
また、昭和22年の大学基準協会の「大学基準」（今
日の「大学設閤甚準」）の制定と上記の司曹の訓練
などに関与した。
昭和20年代後半には、大学図響館基準制定に関し
て物議をかもし、協会は「大学図甚館基準」依存か
ら独自の改将要項作成へと方向転挽していった。わ
が国の大学図書館は、戦後ようやく発展の兆しが生
じはじめ新制大学も増えてきたが、大半の大学は大
学図書館というには未だあまりにも貧弱な状況にあ
った。昭和28年11月の第14皿総会決議により「私立
大学図曹館改善要項」の作成にとりかかり、第17位1
総会のl麿 131年 5月に承認されている。「学校教育
法の H的を遂行するために、大学図書館ば学生及び
これを指導する教職員に対して I・分役に立つような
人的用意、資料の整備、物的施設、管理等を果た
す」べく、各大学はこの改許要項によって、自らの
図書館を評価するとともに、各々の改善のために努
)Jすることとなった。
本学はこの間に、昭和29年 5月開催の第151,1総会
の開催校をひきうけ、おりしもそのとき、協会は創
立15周年を迎えており記念式典も挙行されている。
学長の岩崎卯ーは1開催校を代表して祝辞を述べた。
本学は、協会のトカメンバーとして、いち早く「関
西大学図書館閲覧及び幣出規程」を制定（昭和28年
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12JJ) して、利用者の対応に関して整備を図ってい
る。同時に、改善要項に照らして自館の評価ととる
べき）j向を検討のうえ所作し、その要項が承認され
た翌月には「関西大学図書委員会規程」の制定（昭
和31年 6月）をみた。同規程は、委員会を図書館長
の諮間機関とすることや付議するべき事項など、改
苦要項の「大学図書館運営委員会の規則」にある条
項をそのまま逃守する形になっており、今日に至っ
ているのである。
改苦要項は、 5つの章100に及ぶ条からなってお
り、今日でも遵守するべき事項は多々ある。個々の
大学がこれを規範とし図書館の改善を図り、新制大
学の創設と学部設躍基準を満たすべく努力をしてき
たのである。同要項は策定後40年も経過した。大学
設盟基準の大綱化（平成 3年）にともなう自己点検
および自己評価の必要からも、 くしくも本学で平成
5年 7月に開催した第54回の総大会において、新改
苦要項の作成が決議されのである。「新私立大学図
青館改苦要項」は、 3年後の乎成 8年 7月、第57回
総大会において誕生したのであった。
2 蔵書の充実と目録の充実
昭禾123年 3月、本学が新制大学として 4学部が設
附認可されたのを機会に、岩崎学長は「関大アカデ
ミア」を呼びかけ、その 6月7日には早速新制大学
を記念して、図書館主催の「読曹と教養」講演会を
開催した。
このとき、経済
学部教授の森川太
糾1は昭和22年 6月
から第 2代の図書
飴及に就任してい
た。のち、学長を
っとめている。森
川館長自らこの講
演会で図書館利用
第 2代館長
森川太郎
第 4代館長
堀正人
の重要性を述べた。図害課長の天野敬太郎が「名著
になるまで」と題して苫物の進化について語ってお
り、また文学部長の堀正人は「読書と教蓑」につい
て東西の文学をI上界の名著を中心にして解説してい
る。堀正人はのち第 4代の図書館長になった。
この講演会において岩崎学長自身も、留‘学時代の
図書館の息い出を語ったという。図書館の職員から
は、「図書館の利用法」について説明している。そ
の6月7日から 5日間、図書館の閲覧室でtl:界の名
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著を120数点選び教養図書展院会をおこなった。あ
わせて西暦1800年以前の西洋の古典籍や本学の出版
物も並べて展覧に供し、学生たちヘアピールしてい
ったのである。
(1)蔵書の充実
昭和20年 8月15日、 4年間にわたった大戦が終わ
る。窮乏と混乱の生活が始ま った。大学における授
業再開の見通しがついたのは、同年の 9月からであ
る。 学園は荒廃し、加えて社会の無秩序と困窮によ
り、 学舎に残った電球、ラジオ、書籍、電話機、ま
たカーテンやサイレンすらも盗み去られたという。
復員学生や勤労動員にあ った学生および教職員は栄
蓑失調に陥り、十分な授業と研究は望むべくもなか
った。毎試験終了後の電球の取り外しは、 H課にな
っていたという 。戦争直後の著しい物資の欠乏にお
いては、学舎、寄宿舎、図書館などの整備はままな
らず、理事会は応急措置として、尚志館の一部を改
造して寄宿舎に充て、また図書購入費の捻出にも腐
心した。
戦後のわが国教育制度は、昭和22年、アメリカの
制度を見倣っている。PTAがつくられていったの
も、そのひとつであった。本学では全国の大学にさ
きがけて、昭和22年 6月、父母の発議により関西大
学教育後援会が結成された。本学の復興期から、教
育施設はいうに及ばず、 学生の文化・体育、研究な
ど物心ともに援助し、大学の発展に寄与してきたの
である。そのなかでも、図書館として特記しておか
なければならないのは、早速の翌年23年11月には教
育後援会より学生用の図書費として、当時破格の10
万円が寄贈されて学生文庫が開設でき、図書館復興
の足がかりになったのである。同後援会はその後も
学生のための図書充実の願いが厚く、今日に至るま
でも営々と寄贈がつづけ られてきているのである。
また、続々と貴重な専門的に収集されたコレクシ
ョンが寄せられることになる。その最初は、本学教
授で文学博士であった細江逸記旧蔵の、英語学、英
文学、言語学の専門書約1800冊が昭和22年 7月寄贈
された。博士畢生の努力による良書の精粋で、 『ジ
ョンソン辞典』など稀観本も多くある。これを「細
江文庫」と名付けた。
つづいては、昭和24年 3月寄贈されたのが 「生田
文庫」である。吹田の住人で、アサヒビール株式会
社の重役であった生田耕一旧蔵書。 『山田以文校合
書入万葉集傍註』『服部敏夏書入古万葉集』などの
稀観書を含む万葉集関係文献約2000冊である。
昭和23年12月、本学の元教授で名誉教授の嵩矢で
あった藤澤章次郎（黄破）が逝去した。一周忌にあ
たる翌年12月に本学は追悼講演会を催し、浪華の漢
学であり、荻生祖1来の学統を引く藤澤黄域の家学で
あった泊園書院蔵の書籍が展観に供されている。し
かるのち、藤澤東該ー南岳一賀鵠ー黄殷 4代の代々
襲蔵の利漢藉 2万点が、昭和25年、本学文学部教授
泊園文庫の整理（右から）石浜純太郎教授、
高橋盛孝教授、長谷川雅樹関大一高教諭
であった
石浜純太
郎の尽力
により、
後嗣の作
家・藤澤
1桓夫から
無償で寄
贈された。
石浜教授
は藤澤黄
破の妻の
弟である。
この膨
大な藤澤
家旧蔵書は、関西大学東西学術研究所の所管とな っ
て、「泊園文庫」として図書館 3階の一室に架蔵さ
れた。のち 5年の歳月がかけられ整理を終えている。
『泊園文庫蔵書書 目』が刊行されたのは、さらに
3年後の昭和33年のことであ った。
また、昭和26年 3月、極東国際軍事裁判にかかわ
る文書類約 1万1000点が、同裁判A級戦犯審理に関
する東京裁判の特別弁護）＼であった岡本尚ーから寄
贈をうけた。泊園文庫とこの極東国際軍事裁判資料
の収蔵により構想せ られ設置されたのが、関西大学
東西学術研究所である。両資料とも、昭和39年より
図書館に移普されるに及び、 貴重なコレクション群
の一角を占めてきた。
戦争中は学舎が兵営に供され、図書館の屋上には
品射機関銃が罹かれていて、図書館も人手不足のた
め管理もいきとどかず、昭利21年の春までははとん
ど閉館の状態であ った。終戦までは多数の兵士が図
書館に出入りしていたという 。
混乱のなか、多くの書物が紛失し、空襲により貸
出中の図書の焼失も少なくなかった。戦争の前後を
通じて、約 1万冊もの蔵書が欠けてしまい、昭和21
年 3月末の調査によれば、千里山図書館蔵書は約 4
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万6000冊であったとされている。
授業と研究の復活が急務であった昭和23年度の図
書費総頷は100万円であったが、年々倍増され、 28
年度には図書費は1000万円となっている。その年度
には、毎年度にわたる教育後援会の指定寄付も加わ
り、図書累計）巌書は10万冊の大台にのぼった。
天六分館でも戦争中は、閲覧室を教室に転用され
たため、事務室を半分に仕切り閲質室に充てていた。
昭利26年にはもとに復されている。第 2部は、新制
大学発足の昭和23年から千里山で授業を行ってきた
が、 28年に天六学舎に移転するや、図書の充実に相
侯ち利用者も増加していった。
終戦直後の昭和20年代の蔵書の充実には、細江文
庫、生田文庫、泊園文庫や極束国際軍事裁判資料の
ほかに、吉田文庫（昭和25年）、堀文庫 (25年）、頴
原文庫 (26年）、森文庫 (29年）、およびハーバード
大学からの紀要の寄贈も見逃せない。
同大学法学部からHarvardLaw Review誌の寄
贈があったのは、昭禾IJ26年 5月のことである。同誌
創刊号 (1887年。同年は本学が創立した翌年で、興
正寺に移転した年）から1952年刊行の66巻まで528
冊完冊での寄贈である。当時、同誌を完備していた
のは、本学と京都大学のみであったという。
つづいて、ハーバード大学燕京研究所、カリフォ
ルニア大学、アメリカ合衆国議会図書館、ケンブリ
ッジ大学高等法学研究所などから、本学の法学論集、
経済学論集、文学論狙、および東西学術研究所紀要
等の刊行物をもって学術誌の交換寄贈をうけていっ
tヽ~o 
本学は意を決し、全圃諸大学にさきがけて昭和25
年に新制の大学院の開設認可をうけた。将米におけ
る教授および図書の充実の条件が期され、以上のよ
うに戦後本学ぱ学部、大学院、研究所、図書館の発
展は着実に開花をみて、はたして、昭和28年 3月に
は博士課程の認可をうけている。
図翡館の充実は、蔵書数の飛躍的な増加に加え、
専["'J的に収集された文庫の設置が注 1□1されるところ
となった。数々の文庫コレクションをいちいちにつ
いて記するには紙輻がなく、表 1のように一覧にし
て示した。詳細については、昭和47年から関西大学
教育後援会会報『葦』に32回にわたって紹介されて
おり、またそれを関西大学図書館報『籍苑』第20号
（昭和60年 4月）に再録しているので、参照された
し、
゜
前掲教育後援会の関係で、「植EH文庫」について
だけはふれておきたい。昭利51年 2月171]、教育後
援会の元会長であった植田正路が私財約12億円を寄
付されたことにより、教育振興植田基金が創設され
た。その果実をもって、学術研究に資する事業に充
てられ、そのひとつに「植田文庫の設置」が昭和55
年に承認されたのである。①学術価値の高い;:1,;本を
収集すること、②秀れたコレクションを収集するこ
ととなり、『近江国大1月郷長解』や『白氏文集（占写
表 1 関西大学の個人文庫•特別コレクション。
近世文書コレクション
個人文庫
I I 
文 w名 Il成 立 受 八1卜 文廊名 IUi, 位行名受砂
1 柿崎記念文1車 j;¥jl崎・ 欽，'{ ktl'l4 17凱香悼l文1巾梶;jf 11;1』•-. I叫134
21"'"―fr'. □：：［元り―18五―;;-.,; し竺ーいら，-3 堀 文 1 - I麻14 19 t'i崎芙隆文庫府崎災陥 I/{禾135
- - - ------- -------- ---------------------------
4 三島文瓶三秘 1!('恵 l/{fl1420府崎文 jjj(f:崎 J[I- l{fl36 
51小 :/il文庫 I小・!1 、忠良 111和1s121・g・ 島文庫 Ii』',;島胴'Jj/1麻136
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16三宅文廊三宅＇ぷ悦 I麻132
近世文書 特別コレクション
文占名 Il蔵行名 受人介 コレクション名 ID 1巌行 受入り
l 堂文島米 rli場曹 大阪常 l'陸lr I府11:i ］学生文 /it[ J教;¥jI'り大学会 l/{fl2'.l 米投Jf丈;JI 育後援
2 佐々木家文翡• 竹々木家 l(Hl:l 2 刑翡コレクション 木I'" i,' 賠禾128(1,1, !1 l 
3 小谷家文 :,lj'小谷家 1/)Hl:l2 
3植 Il 文卯 教関 iり大学会 昭和554 西II'ぷ文・占 /り 1 家 1/lt13 脊後援
5 谷川家文書 谷 Ii 家 昭1142 4 大阪文芸賽料 I/Hl:i7 
コレクション
6 中林家文占 ,1 林家 l/{,f132 
7春原文書 {fcJ;[ili;[,l()[, l{lfcl57 
本）』など、貴重な資料が逐年的に加）巌されている。
次の表 2にみるように、終戦時のr巌沓に比べ、そ
の10年後の昭和31年には、千里山図書館と天六分館
合わせて総fl!]数は 3倍の飛躍的な増加をみた。昭和
表 2 図書館（千里山図書館・専門図書館・
天六分館）の蔵書冊数
昭t1121年度 64, 104冊 昭和41年度 417, 795-flt 
25 97,432 45 630,729 
31 193,658 51 863,015 
35 307,508 ,Jr,r ") ] , 062, 218 
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3年千里山図書館が竣工して半祉紀後の55年には、
100万冊の宿願ともいうべき大台に達した。
あとで述べるが、千里山図書館では、書庫の狭樅
化と利用者の増大による閲覧室の不足から、創立70
周年記念事業をもって、書庫と閲覧室が増築される
ことになったのである。
(2)蔵書と学校法人会計基準
昭和40年前半までの蔵書については「消耗図書」
という概念はなかった。受入れられた図書はすべて
台帳に登記され、貴重な大学資産の扱いをしていた
のである。
昭和47年 4月より学校法人会計基準（文部省令第
18号）が制定されて、図書館図書資料について新た
な管理が始まることになる。この基準実施にともな
う同年11月の文部省通達（雑管第115号）によって、
次の 2つに区分することになった。
• 長期にわたって保存。使用することが予定され
る図書は、取得価格の多碁にかかわらず固定資
産に属する図書として取扱う。この図書は、滅
価償却会計を必要としないものとし、除却する
ときは、当該図書の取得価格相当額をもって消
費支出に計上するものとする。
・学習用図書、事務用図書等のように、通常、そ
の使用期間が短期間であることが予定される図
書は、取得した年度の消費支出として取り扱う
ことができる。
本学図書館では昭和47年度から受入れするものに
ついて、前者を固定資産図書とし、それを管理する
登録番号「A1」から始め、後者を消耗図書として、
「B1」から始めている。
雑誌については、同様通達によれば、合冊製本に
要した経費をもって当該図書の取得価格とすること
ができるとされた。本学図書館では、到着した雑誌
を「仮に受け入れる管理」をおこなったのち、支払
が過年度に完了しているものについて製本して「本
受人」し、資産図書または消耗図書に編入すること
にした。
なお、平成 6年 4月からはこれらの取り扱いを、
「資産図書」「準資産図書」および「消耗品図書」
の 3区分に切り替えている。
多くのマイクロ資料を受け入れてきたが、これの
本格的な整理を開始したのは、昭和51年10月からの
ことである。その登録番号および別置記号を、フィ
ルムに「MF」フィッシュに「MS」を充て、それ
ぞれ 1番から開始している。のち、「図書館界にお
いてマイクロ形態資料の長期保存体制が定着化した
ため」に、昭和63年度受入分からは、このマイクロ
資料についても資産図書の扱いをしてきている。
(3) 目録の充実
本学図書館が、今Hみるような書架目録と閲院用
カード目録を本格的に作成を開始したのは、天六分
館が最初で、昭和 4年11月の登録番号 1番を付与し
てからのことである。千里山図書館は、昭和10年11
月の登録番号 1番からであった。戦前は、一般図書
のほかに、小畑文庫（昭和35年に再整理）、興亜文
庫、南方関係資料の日録も作成していたが、昭和17
年から終戦直前までの間は書架目録のみしか作成し
ていなかった。
終戦となり学術文献の入手困難はもとより、図曹
館用備品と消耗品がイサ且するなかで、つぎつぎと賞
重なコレクションの寄贈があり、図書館の図書費も
年々配慮されていった。また、教育後援会からの学
生文庫の設置により図書の増加にともなって、それ
らの整理を昭和23年11月から本格的に再開した。戦
後最初の文庫である細江文庫の整理およぴ学生文9庫
の整理からである。学生文庫は、その登録番号の前
に0を付して「01」から開始し、翌24年 1月からl:z<I
書館 2階に開架式閲覧室を設け、別懺記号を「学」
とした。しかし、翌年の25年 5月に、それを「S」
に切り替えている。天六分館に学生文庫を開設し、
同じく「01」を開始したのは、昭和27年 7月からで
ある。
昭和25年 5月、洋図書について米国図書館協会の
ALA Cataloging Rulesを採用して日録カードの記
述を始めた。和漢書の目録の記述位置も三段式 (3
つの位置に段落させ記載する方法）から二段式に切
り替えて、分類日録を新設したうえで、ユニットカ
ード方式を導入している。このときのカード H録は、
和図書と洋図書を混配して排列したがゆえに、その
書名カードの排列順序はwordby wordであった。
昭和26年 9月になって、図書の種類を区分けして
参考図書の別置記号に「R」を付与、雑誌を「M」
大型図書を「F」とそれぞれ別置記号にしている。
貴重図書を「C」としたのは昭和28年10月からであ
るが、個人文庫にもつぎつぎ「LH」（細江文庫）
など別罹記号が割り当てられていった。ただ、寄贈
のあった文庫のすべてを別置したわけではない。昭
和26年受贈の頴原文庫などは一般図書として整理し
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書架に混配されている。同年10月には、カード目録
を再編成することとなり、和図書と洋図書を分けた。
これにより和図書の書名カードの排列順序はletter
by letterになったのである。
また昭和26年は画期的な年であった。日録の充実
のために、日本目録規則NCR1952年版を採用し、
日本十進分類法NDCの準拠をそれまでの第2版から
第 6版に変更している。蔵書の増加と学問体系の拡
大に資するためであった。 NDC第 7版準拠に変更
したのは昭和37年である。昭和32年工学部関係の図
書の受入れにともない「Eg」の別駕記号と「」＾．
1」の登録番号を開始、昭和39年専門図書館が開設
されて経済学部・商学部関係の図書に別置記号
「E」を付してきたが、それらは総合図書館が開設
される前の昭和59年度までつづいた。
本学が全国の大学図書館から注目をあびたのは、
洋図書の目録と ➔m·----r 1」録の作成にあった。「洋害H
録の関大」とまでいわれ、目録の記述に一種の権威
があったという。
なお、本筋とは離れるが付言しておくと、本学で
も学生による学園紛争が起こった。そのとき学内へ
の立ち入りが禁止されて、昭和47年と50年の学年末
試験はすべてレポート試験に切り替えられていた。
図書館はこのとき、名神高速道路上の駐車場に、毎
日カード目録をトラックにより持ち出し、学生と図
書館の間の繋ぎをしたことがあった。
冊子目録の第 1号は、昭和32年の『関西大学雑誌
目録和文篇』である。図書館シリーズのNo.1とし
て刊行した。以降つぎつぎと冊子目録が作成されて
きた。東西学術研究所の刊行になるため、表 3には
掲載していないが、泊園文廊の『関西大学泊園文｝車
蔵書書目』（昭和33年 2月）と同『索引之部』 (35年
5月）も加わる。
多くの文庫目録、文曹目録が相当過去に編まれた
ものでありながらも、今日でもこれらを利用して、
学内はいうに及ばず学外からも [kl]断なく閲覧の請求
がある事実をみるとき、目録編纂にたずさわった先
人に敬意を表さずにはおられない。
本学はまた、大阪に立地する大学の使命として夙
に大阪郷土関係資料の収集に努めてきている。空襲
の直撃にあった大阪、戦後の混乱にあった大阪の関
係資料は焼失、散逸を免れえなかった。昭和35年、
収集の中間的成果として、表の 6番目に示すとおり
『大阪関係資料目録』を刊行している。これを契機
としてその後も収集に努めて、さらに昭和57年度か
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らは館の方針を強め、これを「大阪文芸資料」コレ
クションに位協づけた。もともと大阪が出版文化の
中心にあって、ともすれば忘れられがちな「大阪の
作家」を明治、大.Tl・・：、昭和の三代にわたり柏極的に
集め顕彰するものである。これの成果は、のち『大
阪文芸資料日録』『芝｝，叶番付日録』から『大坂圃墳
目録』として表れてくるのである。これらが評価を
うけて、私学振興財団（現在の「私学事業団」）「特
表 3 関西大学図書館の目録シリーズ
輯No. I 鉢 名 l'IJi1'<i― 
第 1輯 関西大学雑，9ヽ111鉢 {I文篇 l{fl:J:! 
2 関西大学論文1$ふ l({f、1:i:1
3 閲西大学il蔽削!Ii・文WIIH l{fl:n 
4 関西大学雑，、しI録欧文紐 1{)1'[:l4 
5 閾西大学i1r蔵参;t,1・メ|内I鉢欧文篇 昭fl:l:i
6 関西大学Jij載大阪1関係;汁IIIH 1/ifl:JS 
7 I関西大学1iJ・磁I.Il文I;)(・穎1恥文!;¥(fl録 昭{'1:{8
8 関西大学雑，9↓IIH 欧文揺第．版 総ぷじ ・A文・ ti会科・j': 昭}141
， 関1lj大学雑，,t.llH 欧文篇第 1坂 自然科学・ _L学 昭利113
10 
関西大学図，1:館,;,「成Iふ1, fl[文篇第
三部第三巻経済.,:n業 1/{fl,l:l 
11 関西大学雑，’＇し '.IIi,/< .fl文篇憤L-.版 1;然,1・;ど・]_'',': 昭手1,15
12 
関1'~大学似l,'F節iJj・蔵I録 欧文篇第
三部第三巻経済.,t業 1({ 1'1ld6 
13 関西大学所載，'fil文Hell$ぶ 11/Hl147 
14 
関西大学1:,1り館i載 IIH il文旦
第二．部第――巻第一分1・政治 陪朴ISO
15 関i'り一人学r;lr1如・;-,崎必1:条文W・I,弓古窓文WHU、 1/{fl.,I 
16 関西大学図，1:館1所蔵1/H fl文篇 , l{fli:l 第二孔1;巖巻硲_,}!Hf il、i ' 
17 関西大学,;1i:lt摂;1qi:1,1n1_11;,:ift村pりfI家文書I鉢 11/Hll~,I 
18 関西大学/;Jj・i:li"fl'、J[EJ月、It/tiり、1人村谷川家文占1鉢 I l{,/15 
19 関西大学所蔵摂i'[E[j占郡1[i-辿村佐々木家文内I鉢 1{,filS(i 
20 関西大学1Jr蔵ti!泉l1dk、砂m:1,IUI村小谷家文占I録 l({,fl5(i 
21 関西大学1i/・1巌.fllj↓ 1:大島！叡：木村,1林家文，B.'1鉢 l({fl57 
22 l'!MLi大学/;Ii蔵妍Il渉文），](I鉢 昭和58
色ある教育研究」として 4年間助成金をうけていた。
また、本学は雑誌の 1二l録にも図占館界からiJ.1を
されるところとなった。昭和40年に他大‘学にさきが
けて 1:録のオープンエントリー化をおこない、書架
H録に登記カード方式を採ilしたのである。さらに、
到蒋雑誌の仮受入（到着りの受人、支払、製本記
録）に、 A5判のビジブルカードをJTIいて評価をう
け、図書館学の関係図書（『学術雑誌：その管理と
利川』 El 本図書館協会編Tl])~序に事例紹介された。
このビジブルカードは本学図曹館が屯篇化を開始
した昭和53年までつづけた。このカードイメージを
オンラインシステムの画面に1:糾み、端末から人力
できるようになって、先行館として常に他大学から
図書館80年の歴史（三） 『関西大学百年此とともにみる図翡館の復興と拡充
注目され大学の評価を高めてきたのである。つづく
雑誌目録は、自館で電算編集により作成してきた。
3 分担保存協定と図書館間相互協力
昭和30年代は31年の『経済白書』の「もはや『戦
後』ではない」（同書42ページ、総説の結語）の言
葉にはじまり、 35年の国民所得倍増計画の発表と闇
度経済成長政策により、 39年度には年間経済成長率
が14%にも及ぶ勢いであった。
私立大学の図書館界においても、顕著な発展の足
跡がある。その一つは、昭和20年の私立大学図書館
協会加盟館の図書蔵曹総数は293万冊であったが、
31年に1000万冊を超え、 39年には1632万冊と5.6倍
にもなっている。第二に、開架方式の大輻な採用で
ある。昭和29年の閲乾方式は、出納式56%、開架式
18%、併用式26%であったのが、 39年には出納式が
33.5%に後退し、開架式。併用式が66.5%と定着し
ていったのである。第三に、昭和30年以降図書館の
増築並ぴに新築がおこなわれている。本学も、昭和
30年千里山図書館の閲覧室と書庫の増築、並ぴに39
年専門図書館（今の闘神館）の新築をみた。
このような背景により、図書館が拡充され蔵書も
増加し、大学の教職員、大学院学生、学部学生が増
え、図書館の運営体制が確立していったのは、昭和
40年代に人ってからである。また、 40年代から、諸
科学や学際分野の拡大とともに学術文献が増加の一
途を辿り、雑誌の記事索引、抄録誌や文献H録の利
用が高まっていった。各大学において、徐々に所蔵
雑誌のH録が作成されてくるのもこの時期である。
(1)分担保存と相互協力
本学図書館は、図曹資料の蓄積を背景に、自館に
ないから一方的に他の館に依存するのではなく、各
大学から譲りうけた蔵書目録をたよりに、文献の閲
覧や複写の協力を求めていった。本学が多くの冊子
目録を公刊してきたことが功を奏したのである。
昭和43年に、大学の設置基盤を異にしながらも、
関西大学図曹館、大阪大学附属図曹館、大阪外国語
大学附属図書館、大阪府立大学附属図書館、大阪市
立大学附属図書館、大阪経済大学図曹館の 6館によ
る「大阪地区大学図書館における新聞の分担保存に
関する協定」を締結し、国内日刊 5紙、外国新聞主
要 7紙にかかる保存の分担を確立した。爾米、本学
図書館は、創刊号からの大阪版『毎:Fl新聞』およぴ
Frankfurter Allgemeine Zeitung ftir Deutschland 
を分担し収集保イfして、相互の利用に供している。
つづいて、昭和49年 4月に発効した私立大学図書
館協会西地区部会阪神地区協議会加盟館による「阪
神地区相互利用に関する協定」がある。共通の申込
様式を定めて、閲覧、複写、および相互貸借がおこ
なわれてきたのである。昭和56年 3月には、この協
定のもとに「分担保存実施要領（逐刊物）」を定め
ており、加盟館分担保存誌碁準表にもとづき、本学
は10数誌を登録した。
この間検討していた関西四大学館長会議規約が昭
和56年 3月23日に締結され、そのもとで、関西大学
図書館、関西学院大学図書館、同志社大学図書館、
立命館大学図書館の 4館において「関西四大学図書
館相互利用協定」が発効している。
ほかに、本学が国際交流協定を結んでいる海外の
大学との相互利用があり、同協定にもとづき明文し
ているものに遼寧大学との複写・貸借に関する図書
資料の交流協定（昭和58年締結）などがある。
なお、本学は昭和26年以降ハーバード大学を皮切
りに、本格的に図書資料の国際交換を始めてきた。
本学の各学会論集や研究所紀要等に加えて、昭和34
年にTechnologyReports of Kansai Universityが
創刊されて、これが国際交換の専用誌になった。つ
づいて、昭和47年Kansai University Review of 
Economics and Business、55年KansaiUniversity 
Review of Law and Politicsがそれぞれ専用誌とし
て創刊された。担当の館員を配して、ますます国際
交換の実があがっていった。国内での出版物の相互
の交換とこの国際交換は、相互利用を活発化するの
に大きく貢献してきたのである。
のちのことになるが、昭和48年に日米大学図書館
会議を開催した原動力を契機に、国公私立大学の図
普館が相互に協力する体制が熟し、 54年に国公私立
大学図曹館協力委員会が創設された。
その協力委員会のもとに、 2つの専門委員会が設
箇され、文献複写専門委員会の初代委員長に本学の
当時運常課長であった森川彰が就任した。昭和59年
には、図曹館長の名取栄史が第 5期の協力委員会委
員長に就任している。
このようにして、本学は全国大学図書館間の協力
の中心になっての活躍があって、今日のような相互
利用のネットワーク・システムが確立していったの
である。
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(2)複写機と図書館
図書館間の相互利用が促進された背景に、複写機
の進歩も見逃せない。昭和40年代前半までは、今 R
のように誰でも何時でも必要なときにコピーできる
ことはなかっ
た。誰もがノ
ートに筆写し
ていたのであ
る。
図曹館での
複写が始まっ
た時期は、 lif
和30年代に人
って、マイク
ロ写真による
複写が利用者
に供されてか
らである。 I({
マイクロ撮影機
和31年、本学図書館にマイクロ撮影機が設罹された。
昭和30年に千里山図書館が増築され、翌31年に撮影
室と現像室がつくられている。この撮影機とマイク
ロリーダー機は、昭和30年度の文部省科研補助金に
よって設岡された。マイクロフィルムの撮影。現像
と印画紙への焼付は、昭和53年まで兼任ではあった
がりti―1-1の技術担当者を濫いておこなわれてきた。し
かし、以降は這子式複写機の普及にともない撮影鼠
が滅少したため、これを外注に切り替えていったの
である。昭和53年までの最後を担~, していたのは、
福田一人であった。
一時、ウニコープ式複写機が導入された。この機
械の形は現在の複写機に近く、方式はマイクロと似
ており、印圃紙に直接ネガ紙をとり直ちに現像定着
させて、それをもって再び複写すればポジの印画紙
に焼き付けられるもので、手間がかかった。のちに
でてくる湿式の電子式複写に比べれば、マイクロ複
写同様はるかに質の高いものであった。
昭和39年専門図弗館が竣＿ー［し、ここにゼロックス
複写機の本学第 1号機が40年に入った。当時は大阪
府内の大学に 2台しか設附されていなかった。乾式
で、しかも直接複‘ができ複写の革命である。このカ
式のパテントをすべてゼロックス社が捏っていたた
め、国産機は湿式の‘，じ子式複写機が束芝とリコ一社
からでていて、専門図書館に併備したほか、天六分
館にも配備していた。ゼロックス複写は当時なお高
価で一種の賢沢であったことによる。
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本学図書館に複写規程を制定したのは昭和47年 4
月であって、総合図書館ができる前の59年度まで、
巾込時間を決めて窓口で所定の様式に従い複写サー
ビスを受け付けていたのである。
4 本学図書館電算化の草創時代
わが国の大学図書館に電錦システムが導入されて
から、まだ四半世紀しか経っていない。昭和50年代
後半になって、「コンピュータは 3年一昔」といわ
れ遁子計廊機の急激な進歩とともに、図書館業務の
トータル・システム化が図られてきた。
いまや、図書、雑誌、新聞に「電イ・1汁算機」とい
う言葉さえなく、ネットワーク・コンピューティン
グの時代にある。大学図書館界においても、祉界の
大学や機関がインターネット、 wwv,.「を中軸にした
情報の活用が進み、昭和40年代後半から50年代にか
けての頃には考えられなかった状況が展開されてい
る。
わが国の大学図書館において、本格的に屯子計算
機が使われはじめたのは、昭和46年から50年代にか
けてであった。文部省が、大学図書館の管理運営の
改善をはかるためには電子計邸機の蒋人が有効であ
るとして、大阪大学附属図書館や東北大学附屈図書
館など[―~Ii'f大学の12館に配備されてからのことであ
る。
しかし、私立大学の図書館はこれよリ先に、｝れ都
廂業大学で昭和43年には洋図曹の新若リストと目録
リストの作成や受発注業務、雑誌業務、閲院貸出業
務を電窮化して、マスコミや大学図杏館界が注目す
るところとなっていた。慶應義塾大学図書館（昭和
44年から）と南山大学図書館 (45年から）も、単位
業務の屯罪化について早くから取り糾んでいた。本
学図曹館も検討のうえ、昭和49年に似It:館業務機械
化構想第 1期案を策定している。このように、わが
国における大学図書館の機械化については、私立大
学がパイオニア的存在であったことはまちがいない。
しかして、昭和55年の学術審議会答申「今後にお
ける学術情報システムの在り方について」が契機で
大学図書館の機械化に関心が晶まったのは、たかだ
か15年ほど前のことである。今 Hまでの間に、急激
なコンピュータ機器とソフトウエアの技術の進歩に
よって、大学業務や図t1f館業務の機械化は進んだも
のの、その答,,,,が期待した学術情報の糾織化につい
ては体制を十分に整えた大学は未だに少ない。ゆえ
に、学術審議会は平成 8年 7月、「大学：図書館にお
図書館80年の歴史（三） 『関西大学百年史』とともにみる図書館の復興と拡充
ける電子図書館的機能の充実・強化について」なる
建議をまとめた。遅々としている大学図書館の学術
情報の組織化とネットワーク化の現状に鑑みて、さ
らなる「図書館の電子化」を促したのである。
本学図書館は、上記建議にさきだち、図書館の機
械化乃至は電算化という時代を乗り越えていかなけ
ればならないことを痛感して、平成 7年 9月第 2期
構想である「学術情報システムの拡充計画」を策定
した。いわゆる、図書館の電子化構想である。平成
8年度 4月から「利用者サーピスの向上を目指し
て」その具現化を開始している。これの実現に向け
ていけるのは、とりもなおさず、これまでの図書館
の機械化乃至は電算化に取り組んできた実績と評価
によるものである。
本学図書館が取り組んできた、機械化、電算化、
電子化のうち前二者の足跡を辿ってみたい。
図書館業務の機械化について計画をまとめはじめ
たのは、昭和40年代後半からである。具体的には、
本学が昭和46年に小型の電子計算機FACOM230-
25システムを導入し、工業技術研究所に電子計算機
室を開設した以降のことであった。
当初図書館では、 ミニコンの専用機をもって収書
およぴ会計業務の改善を目標とする構想をもってい
た。しかし、主として経費的な事情で実現するに至
らなかった。そのため、私立大学の大半がそうであ
ったように、電子計算機室の電算機を共用する方向
でまとめたのが、前述の第 1期構想である。昭和51
年になって、図書館長のもとに図書館業務機械化準
備会を発足、 52年 1月にはシステム開発のプロジェ
クトチームを組み、関西大学学術雑誌管理システム
と称するKULPIS: Kansai University Library 
Periodicals Information Systemsの自館開発を、
F ACOM 230-38のもとで開始した。同年12月には
オンライン業務の一部を稼働させている。東海道新
幹線のみどりの窓IJで、オンラインにより切符が売
られ、やっと「オンライン・リアルタイム」という
ものが分かってきた時代である。また、昭和53年10
月にはFACOM 230-48ヘリプレースされる見込み
になっていたことが、自館開発への大きな可能性に
つながったのである。
当時、図書館の機械化を促進したのは図書館長の
辻岡美延であった。開発チームの責任者に専門図書
館事務長の藤井収があてられた。メンバーに葛馬寿
秀、船越一英、藤村和久（大学院学生・嘱託）が指
名されてオンラインのプログラムを手掛け、あと雑
誌の書誌・所蔵データ作成の担当に浅井恒雄と山中
茂美が加わっている。
当初の電子計算機は主記憶が 8KBであった。現
在の教育研究用マシーンM-1900/10の主記憶256
MB、スーパーコンピュータ VP-2200/lOEの256
MB、事務用マシーンM-1700/8の64MBの性能と
を比較すると、まさに歴史的で隔世の感がある。
この時代の機械化には、 IBM80欄統計カードを
用いていた。このパンチカードは、本学図書館の機
械化の過程で、データの入力媒体として、またはア
プリケーション・プログラムの作成とその更新用に
使用していたのである。初期の段階では、 KULPIS
パンチカード
(8X18.2cm) 
オンラインシステムのソースプログラム (1本あた
り4000ステップ〔枚〕）すら格納するディスクの容
量はなく、毎朝オンラインシステムを立ち上げるの
に、 3本のソースプログラムをカードリーダーから
読み込ませるのが日課であった。昭和58年に、端末
30台のTSS室が開設され、また事務専用マシーン
M-160F (主記憶 5MB)が置かれるまでの間、
パンチカードはつづけていた。
KULPISでは、到着雑誌の受入管理（チェックイ
ン）をしたり、検索するのに「呼出符号」と称した
ユニークな検索キィを開発した。こればかりでなく、
チェックインをはじめ、見積、予約、発注、契約、
支払、予算管理、未着管理、製本管理（自動合綴情
報。背文字情報を含んだ製本発注管理と納品管理）、
資産受入、原簿登記、シェルフ管理、到着状況と書
誌所蔵検索、払出、統計、所蔵冊子目録とリスト作
成など、逐次刊行物にかかわるほぼ全業務を機械化
したものである。当時は画期的な存在で、大学図書
館界で注日されて、『情報管理』誌などに紹介され
ている。
「呼出符号」とは、本学図書館独自の検索キィ構
成の規則を定めたもので、たとえば、次のように 6
字以内で構成していた。
PSY chometrIKA : PSYIKA 
The LIBrary QUArterly : LIBQUA 
Harvard J ounal of ASiatic STudies : HJ ASST 
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Report of Research Institute for Strength 
and Fracture of Materials : RRISFM 
科学技術文献速報：カカキシフケ
犯罪学雑誌：ハンサカサシ
経済人：ケイサイシン
簿記：ホキ
本学所蔵の逐次刊行物において、この 6字以内の
キィは、和雑誌で83.3%、洋雑誌で92.3%以上も重
複することはなかった。電算機の処理能力からして、
今日のような検索システムを開発することが不可能
であった時代に、チェックインや検索を迅辿化して
院異の的であった。
このように先行館になった本学図書館は、昭和58
年私立大学図書館協会に設置された機械化推進委員
会の初代委員として、辻川暉男を送っている。また、
同協会の西地区部会阪神地区協議会に「機械化研究
会」が設岡されるに及んで早速、本学図書館は座長
校を引きうけた。今日でもこの研究会はつづいてい
る。
今回は、昭和50年代前半までを目安に記述するこ
とにしているので、あとその過渡期的な部分のみに
とどめたい。昭和53年度にKULPISの全システムが
完成し、段階的にトータルシステム化をめざした本
学図書館は、 56年 3月に閲覧貸出システムHf.i発案を
策定している。その年の 5月学校法人の事務組織規
程が改正されて「図翡館業務の電子計算機処理に関
すること」が当時の運営課の分掌となって、図曹館
は第 1期第 1次中期計画（昭和57-61年度）を発表
している。昭禾158年 2月、総合図書館建設の起」：式
が挙行された。新図曹館は「可能な限りの機械化シ
ステムを導入する」ことも基本のコンセプトであっ
た。そのため、閲覧貸出システムと図曹の収集整狸
を含む H録システムの間発や、学外のデータベース
であるJOISや海外のDIALOGと接続した情報検索
(IR)の禅人などを積極的に推進していったのであ
る。
5 図書館の建築施設の拡充
本学はそのrli身の関西法律学校を大阪西区の顧宗
寺において明治19年11月に創設、 20年北区の興正寺
に移した。この頃の「事務章程」に書吼件の管理者が
定めてあって、一隅に図書が附かれていたことが窺
える。明治37年西区江戸堀に学舎が竣［し、普籍室
が岡かれている。
明治38年私立関西大学と改称、 f蘭島・;::舎が竣工移
転、大正元年増築されて図書室が設けられた。大正
3年 7月になって、「図書庫」の竣工をみて、その
なかに閲院室が設けられた。これが今でいう図書館
のことである。本学図書館では、このときをもって
独立した本学初の図書館創設の年としている。
大正11年、大学令による大学として認1ifされ、大
学院を付置した（いずれも旧制）。この年には、―f
科も大学部もT阻,I」学舎に移転した。大iF.15年にな
って、千里山図書館の設計案が成り、昭和 2年6月
起工式、 3年 4月に竣工した。そのときの1歳書は、
15,821冊であったという。翌 4年には天六学舎に図
書館が設岡されている。
以上戦前の図曹館については、本誌『フォーラ
ム』の創刊号に詳しく述べているが、戦後昭和59年
度までの千里山図占館と専門図書館、並びに平成 5
年度までの天六分館の時代をへて、総合図情館の時
代に移ったのである。
(1)千里山図書館（本館）・天六分館
千里山図曹館は昭和 3年に竣工し、のち 2!Li)にわ
千里山図書館（本館）略図
旧館2階 ⑦
 
眉
②
 
① 開架閲覧室
② 魯庫
③ 喫 煙 室
④ 男 子 便 所
⑤ 泰仕室
⑥ 目録室
⑦ 一般閲覧室
新館3階
たって増築されている。
昭和23年祈制大学に移行、教育後援会からの奇付
による学り・：文）収の設罹や個人文州の‘岱mり、 [:Xltlt費増
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額の配應があって図書は年々充実し29年には14万 2
千冊に達して、一時開架式の学生文庫をゼミ室とし
て使っていた地階に移さざるをえなかった。 36席と
3500冊を移している。この年は、第15回私立大学図
書館協会の総会を本学で開催し、岩崎学長が協会創
設15周年記念に際し祝辞を述べた年であった。
昭和29年12月から30年10月にかけて、本学創立70
周年記念事業として、第 1学舎の建築と一環して図
書館の増築工事がおこなわれた。増築部分は、図の
太線で囲んだ部分である。円形 2階の事務室と 3階
の閲覧室、およぴ 6階建ての書庫である。その閲覧
室はすべて開架式閲覧室に充てられ、当初174席と
1万数千冊の図書が備えつけられた。
新書庫は 8万 5千冊の収蔵力をもち、旧書庫には
図書搬送用のリフトが新設されて、図書の利用効率
を高めた。書庫内にキャレルが49席が設けられたほ
か、教授閲覧室兼カレント雑誌室 3室12席、レファ
レンスプック約2500冊と外国新聞10数紙を備えつけ
た6席の教授参考室が新設されている。また、マイ
クロ写真撮影室と現像室もこのとき設けられた。
余録ではあるが、今ときおり、社会学部学舎の屋
上から爽やかな鐘の音が流れてくる。この鐘の音は
はたして何であろう。創立70周年記念の式典開始を
告げ、図書館屋上から流された鐘の音のそれである
という。この Hの昭和30年11月4Bにあわせて、ア
メリカから輸人された。時間となれば、自動的にス
ピーカーから嗚り響いてくるのである。
千里山図書館の蔵書が18万冊を超えた昭和31年の
-7月、第 2学舎に図書館
}第 1分室が設置された。
のち、昭和33年に工学部
忍が設岡、 35年工学部学舎
（第 2学舎）が成り、 37
年に工学部分室を開設し
た。その間の昭和34年11
月から、経済学部長、商
学部長、図普委員会委員、
およぴ図書館長（第 3代
図書館長・大小島真二）を中心に懇談会を設けて、
「分館」設箇の研究を開始している。
昭和40年の創立80湖年記念式典が挙行された年に
は、蔵書が46万冊を超え、計画の千里山図書館本館
の書庫増築が進められ、 42年3月には完成をみてい
る。図の点線で囲んだ部分が、再ぴ増築された書庫
で、同曹庫内にエレベータと手洗いが設けられた。
第 3代館長
大小島真二
この本館は、それぞれのエリアを区別するために、
最初に増築のあった円形の部分と書庫の部分を「新
館」といい、あとに増築の書庫部分を「新々館」と
呼ぴならわしていたのである。
その年の 4月、社会学部が設置された。同学部学
舎である第 4学舎の一室に、臨時開架閲覧室を開設
して、学習用図書を分置している。昭和60年の総合
図書館開設に至り、千里山図書館とこの閲覧室の機
能は移転した。のち、本館は簡文館と称され、書庫
の一部が現在も図書館の保存用書庫として残されて
いる。
天六分館は、昭和 4年 9月に天六学舎が竣工、同
年 9月に図書館を開設した。そのとき図書館は地階
に置かれている。天六学舎本部棟が増築された昭和
10年 3月に、地階から増築部分の 4階に移設した。
その後、昭和35年 7月になって一般閲覧室を増設し
ている。
天六分館は、第 2部が千里山キャンパスに移転し
たのにともない、平成 6年 3月末をもって有終閉館
し、総合図書館にその機能が移ったのであった。
(2)専門図書館
(1) に記したように、「分館」設置の検討をへて、
昭和37年5月に学長の諮問機関として図書館分館建
専門図書館略図
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設委員会が設置された。分館として専門図書館が着
エされたのは、昭和38年11月のことである。
当初、この図書館は経済学部と商学部関係図書を
本館から分置する分館設置の構想であったという。
しかし、工学部および工学部分室が開設されてきた
ため、竣工したときには、第 1分室と工学部分室を
吸収している。千里山本館からは経済学部と商学部
に関係する専門図書資料を分置して、昭和39年 9月
これを専門図書館とした。
この建物は現在、圃神館となっている。昭和43年
ころ、千里丘陵に日本万国博覧会が開催の機運とな
っていて、専門図書館は奇抜な建物であるという評
判から、世界各国の万博パビ リオン建設関係者によ
る見学も多くあった。中の機能よりは、 外観の斬新
さが参考になったのであろう。
(3)総合図書館の建設計画
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理事長久井忠雄
昭和56年 8月31日、大
阪市天王寺区の「なにわ
会館」で本学図書館職員
の研修会を開催した。 1 
日かけて新図書館につい
て、文学部教授であ った
岩猿敏生の講演とパネル
ディスカッションなどを
おこなった。そのおり、
込』
総合図書館ができる前の千里山キャンパス
理事長であった久井忠雄がわざわざ参画し、図書館
職員と議論を交わしている。久井理事長曰く、 「本
館書庫は狭浴を極め、館長室や事務室までも図書の
置場にしていることは承知している。しかし、専門
図書館が10年少々でもう満杯だとは信じがたい。区l
書費 を付けすぎたからこうな ったのか。図書館界で
名だたる重鎮の天野と大山が20年もつといったから、
建てたのに」と嘆かれた。これには蔵書の 2倍近い
伸びと工学部関係の図書が計画の後に入ることにな
ったためである。「今度はゆめゆめこんなことがあ
って はけしからんことだ」とも 。
久井理事長は昭和27年から専務理事に就任、 38年
から理事長職にあった。理事長就任草々 「専務理事
に就任した時と 比べると、専任教員は92名から288
名に、図書は、 14万から38万に増加したが、これで
十分だと錯覚してはならない。今後とも絶えず前向
きに進みたい」と、大学の内容充実が最大の課題で
あることを表明。図書館の充実にも腐心されてきた
のである。
天野 ・大山とは、昭和41年度まで図書課長であ っ
た天野敬太郎と、運営課長であった大山綱l憲のこと
である。天野は、昭和34年国際図書目録会議に日本
代表として参加し、 つづいて欧州の図書館事情を閻
査し ている。 2の (3) でふれたように、 「洋書目
録の関大」といわれたゆえんはここにある。
専門図書館開設10年後の昭和48年にな って、この
昭和57年撮影
図書館80年の歴史（三） 『関西大学百年史』とともにみる図書館の復興と拡充
ような事態に鑑みて、図書館は新図書館建築を願望
し調査を開始している。①本館は40年間に度々の増
改築によって、よくその任をはたしてきたが、もは
や収蔵力の限界、利用者増大に対する閲覧機能のマ
ヒ、近代化システムを推進するための構造上の問題
にも限界を生じた。②歴史ある諸大学の多くが学部
制の図書室が先行し、遅れてできたそれら大学の中
央館は専ら学習面を担当しているにすぎないなかで、
本学は先見の明と評されるように、初めから研究図
書館機能と学習図書館機能と兼備した中央図書館制
を採ってきた。しかるに、第 2部専用の天六分館は
別としても、学際的研究が進展していくうえで、専
門図書館は本館同様機能の限界にあるばかりでなく、
2館制を回避する必要がある。以上の主要 2点の考
え方にもとづいた。
東北大学附属図書館、九州大学附属図書館、同志
社大学図書館、駒沢大学図書館、山口県立山口図書
館、東京都立中央図書館を調査し、また龍谷大学図
書館や大阪大学附属図書館も参考にして、昭和50年
2月26日、「図書館建築調査報告書」が図書委員会
においてまとめられたのである。そして、全学的委
員会の設箇要請をも含めて、図書委員会はこれを学
長に提出したのであった。図書委員は分担して精力
的にこれらの大学に赴き、調査をおこなってきた。
しかして、翌年 2月9日、図書館総合計画委員会
が発足した。この委員会は、すべての面で機能の限
界に到達している図書館に関し、あらたな将来構想
とそれにもとづく新館建設の計画立案を任務として
設ける学長の諮問機関となった。委員長には図書館
長をあて、 10名の委員が指名された。
当時、昭和51年3月に創刊した関西大学図書館報
『籍苑』誌のなかで、「千里山本館と天六分館が創
設されてからやがて半世紀になる。専門図書館もす
でに12年の歳月をかさねた。その間、できる限りの
増築改修等によってよくその任を果してきたが、い
まは、全館的な機能の限度に直面しているのである。
のみならず、本学の研究教育に対して、今後の図書
館が担うべき役割は更に大なるものがあることはい
うまでもない。抜本的な構想と新図書館の建設が要
望されるゆえんであり、この委員会の発足が、図書
館はもとより本学にとって重要な意義をもつゆえん
である」と記している。
昭和52年 3月、図書館総合計画委員会は学長あて
に、「図書館総合計画の策定について」なる答申を
おこなった。つづいて昭和52年 8月24日に、学園建
設委員会の専門分科会として設置されたのが、図書
館建設実行委員会であった。委員長であった辻岡館
長は14回の会合を重ねて、昭和53年10月17日、新図
書館の建物の規模、形状、構成、およぴ建設用地に
関する答申（その 1) をまとめ、学園建設委員会委
員長の中義勝学長に提出。中委員長は昭和54年 4月
24日付で理事長にあてて「新図書館の建設計画につ
いて」の第 1次答申がなされた。このようにして、
同年 4月27日の理事会でこの答申が審議され、「本
答申の内容に沿い建設計画を進めることとし、具体
的な検討作業を開始すること」を承認されるに至り、
総合図書館の建設計画が具体化し推進されていった
のである。
図書館が、図書委員会とともに願望をこめて、計
画の検討を開始してから、丁度10年の歳月ののちに
新図書館は完成している。昭和55年以降、総合図書
館完成までの間については、次号に述べることにす
る。
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（ふなこし かずひで図粛館次長）
95 
